








要約 わが国の成人病発症危険因子に関して、幼児期から 40 歳代までの追跡調査を行なっ

た報告は見あたらない。外国では 10 年以上 25年にわたる追跡調査報告がみられるが,わが

国では 10 年を越える長期間のフォローアップスタディは報告されていない。 

本研究では,当面 9年間の追跡を目標に,コーホート調査を実施するための基本条件を検討

し,次年度以降逐次実施に移ることとした。基本条件としては 

(1)家族歴の調査は共通のアンケートを使用する。 

(2)調査開始時の対象は,3 歳児,小学生(1 年または 4年),中学生(全員)のいずれか,または

すべてを基本とする。 

(3)チェックポイントは最低項目を共通とする。 

(4)(3)で対象となった最低項目の他,各担当研究者で項目を追加することはかまわない。そ

の際,受診率の低下,追跡の際の脱落をきたさないように,本人及び関係者の協力が充分得

られるように充分考慮すること。 


